
1－1 

１.思川開発事業の概要 

 

1.1 思川開発事業の目的 

思川開発事業は、利根川水系渡良瀬川の支川思川の上流部南摩川に南摩ダムを建設し

て洪水調節を行うとともに、思川支川の黒川、大芦川と南摩ダムを導水路で連絡して、

水融通を図り水資源開発を行うものです。 

思川開発事業の目的は 1-2 及び 1-3 ページに示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.1 思川開発事業の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.2 南摩ダム完成予想図  
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●南摩ダム洪水調節図 

 

 

 

 南摩ダムでは、ダム地点の計画高水流量 130m3/s のうち 125m3/s の洪水調節を行い、南

摩ダム下流の思川沿川地域及び利根川本川の中・下流域の洪水被害の軽減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 既得取水の安定化とは 

 南摩ダム下流地域の河川沿川では、さまざまな水利用が既に行われています。これら

の多くは渇水になると取水ができなくなるといった非常に不安定なものであり、雨が少

ないときでも安定的に取水できるように南摩ダムから南摩川、大芦川及び黒川へ水を補

給します。 

◎ 河川環境の保全とは 

 河川に生息・生育する動植物の保全等に必要な流量を確保します。 

 

その他、利根川水系の異常渇水時に緊急水の補給を行います。 

●想定氾濫図 ●思川の出水の状況（乙女大橋付近）

平成 14 年 7 月 11 日撮影

出水時 

平成 14 年 6 月 21 日撮影

出水前 
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 思川開発事業により、最大

2.984m3/s の水道用水を供給可

能とします。なお、供給先のう

ち小山市、古河市、五霞町、埼

玉県、北千葉広域水道企業団は、

水需要が逼迫している地域であ

り、既に、河川の流量が多いと

きに取水できる暫定水利権を取

得して水道用水をまかなってい

ます。 

利 水 者 配分量（m3/s）

栃木県  0.403 

鹿沼市（栃木県）  0.200 

小山市（栃木県）  0.219 

古河市（茨城県）  0.586 

五霞町（茨城県）  0.100 

埼玉県  1.163※ 

北千葉広域水道企業団（千葉県）  0.313 

合 計  2.984 

渇水時の流況

かんがい期の流況

非かんがい期の流況

渇水時の流況 

かんがい期の流況 

非かんがい期の流況 

思川（小倉堰） 黒川（柿沢橋） 

渇
水
時 

ダ
ム
か
ら
水
を
補
給
し
た
場
合 

●ダムから水を補給した場合のイメージ図 

●新規利水の配分 

注 1）※非かんがい期最大 
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1.2 思川開発事業の諸元 

ダムの諸元 

位  置    ：栃木県鹿沼市上南摩町地先 

型  式    ：ロックフィルダム（コンクリート表面遮水壁型） 

堤  高    ：86.5m 

堤 頂 長    ：350.0m 

堤 体 積    ：約 2,400,000m3 

堤頂標高    ：EL. 236.5m 

導水路の諸元 

・黒川導水路 

区  間    ：黒川～大芦川 

最大通水量   ：8m3/s 

・大芦川導水路 

区  間    ：大芦川～南摩ダム 

最大通水量   ：20m3/s 

貯水池の諸元 

流域面積    ：南摩川 12.4km2 

間接流域 黒川 49.5km2 大芦川 77.4km2 

湛水面積    ：2.1km2 

総貯水容量   ：約 51,000,000m3 

有効貯水容量  ：約 50,000,000m3 

サーチャージ水位：EL. 230.4m 

常時満水位   ：EL. 227.9m 

最低水位    ：EL. 180.0m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.3 南摩ダム貯水池容量配分図 

▽ サーチャージ水位 EL.230.4ｍ

洪水調節容量 5,000 千ｍ3

▽ 常時満水位 EL.227.9ｍ

有効貯水容量
洪水期利水容量 45,000 千 m3 50,000 千ｍ3

総貯水容量 
51,000 千ｍ3

既得取水の安定化と河川環境の
28,250 千ｍ3

流水の正常な機能の維持 18,250 千ｍ3

10,000 千ｍ3

新規利水の開発 16,750 千ｍ3

▽ 最低水位 EL.180.0m 

堆砂容量 1,000 千ｍ3

 基礎地盤 EL.150.0m 

異常渇水時における
     緊急水の補給

保全等のための流量の確保
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図-1.4 南摩ダム堤体平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.5 南摩ダム堤体上流正面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.6 南摩ダム堤体標準断面図 
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黒川導水路断面図         大芦川導水路断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.7 導水路断面図 
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1.3 工事の概要 

主な工事と工程の概要は表-1.1 及び図-1.8 に示すとおりです。 

建設事業の最終段階では試験湛水を行い、堤体、基礎岩盤、貯水池周辺地山の安全性

やダム管理設備の機能等の確認を行った上でダムの供用を開始します。 

 

表-1.1 主な工事と工程の概要 

 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

補償・移転            

転流工・放流管敷設トンネル            

基礎掘削            

基礎処理工            

盛立工・スラブ工            

洪水吐きコンクリート            

取水施設            

南 

摩 

ダ 

ム 

放流設備            

黒川取水放流工・導水路            

大芦川取水放流工・導水路            

南摩機場・送水路            

県道・市道・林道付替            

管理設備            

試験湛水            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダム堤体の工事（徳山ダム二次締切の例）    道路の付替の工事（大山ダムの例） 
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図-1.8 工事計画の概要 


